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担当 南 茂夫、高井 常之、前田 初雄、甲田 照二、斎藤 健、西脇 淳浩、平 軍二（☎090-6901-1425） 

 12 月はツグミ・シロハラなど冬の小鳥、カワアイサなどカモの仲間が観察できる季節です。昨日、斉藤さんと

別団体観察会（枚方市駅～御殿山駅間）でしたが、牧

野探鳥コースで珍鳥のホオジロガモ、そして冬鳥とし

て楽しみにしているベニマシコなどを見ました。 

１．11 月、冬の小鳥や猛禽類が次々に  
ツグミ・シロハラ・ジョウビタキ・アオジなど冬の小鳥

や、ミサゴ・ノスリ・ハイタカ・ハヤブサの猛禽類、そして

カモも個体数は多くなかったものの牧野の常連、カワ

アイサなど６種も出てくれた。曇り空で風もありやや肌

寒い日和となったが、最後にヒドリガモの中に珍鳥ハジ

ロカイツブリがいて、４８種で締めくくった。 

アオサギ・ダイサギ・コサギ３種のお見合い→ 

２．今月紹介する鳥はホシゴイ（ゴイサギ幼鳥）   

今月はホシゴイと呼ばれているゴイサギの幼鳥を紹介します。ここ１０数年、サギの世界に勢力争

いがあったかどうかわかりませんが、アオサギ  大幅増、ダイサギ 増加、 コサギ 横ばいからや

や減少、ゴイサギ 大幅減、という傾向があり、ゴイサギがあまり見られ

なくなりました。次ページ表では、この５年間牧野探鳥会での観察回数が、

留鳥ゴイサギ８回で、夏鳥ササゴイ９回より少ないことがわかります。 

そんな中、先月の探鳥会でホシゴイが天野川にいました。小型の鳥は成

長が早いので１年で繁殖するが、大型の鳥は遅く２～３年、ゴイサギは成

鳥になるまで３年かかります。２年目までは体全体に白い斑紋があり、ホ

シゴイ（左写真）と呼ばれています。ホシゴイに良く似た鳥にササゴイの

幼鳥がいますが、夏鳥であること、目(の虹彩)が赤ではなく黄色である、

体型がほっそりしているなどでわかる。 

一般にゴイサギは夜行性で、夕方カラスがねぐらに帰る頃、ゴイサギは

ねぐらを出発して餌場へ向うが、「グァッ・グァッ」と鳴きながら飛ぶので、 

↑ホシゴイ      夜ガラスとも呼ばれている。 

また、ゴイサギの名前の由来は、平家物語によると「醍

醐天皇の命を受け、飛ばずに捕えられた鷺に、天皇の命令

にさからわず神妙であると、五位（貴族の位）を与えた」

と書かれている。 
      

３．コースで自転車にぶつからないように 

 牧野探鳥会は他の探鳥地に比べ鳥が多いけれども、探

鳥コースに「トイレが無い・自転車が危ない」の二重苦

が、アキレス腱になっています。特にサイクリング車が一

日数百台、猛スピードでひっきりなしで、ぶつかると怪我を

して痛い目に合うのはバードウォッチャーです。 

前後左右に目を配り、「自転車から自分を守る」ようお願いします。 

４．次回 1 月は 7 日（第 1 土）9:00～14:00 に変更    

1 月の定例開催日（第 1 日曜）が 1月 1日なので日を変え、第 1 土曜日の 1 月 7 日に開催します。 

冬は一年中で最も鳥が多い季節。今年も 50 種前後観察できると思います。コースの木が伐採される

と 10 種近く減ると予想されますが、今後はどうなるでしょうか。 

161106 10 台以上自転車部隊が通過 



  

牧野探鳥会 観察鳥リスト 
科名 鳥名　

9/4 10/211/512./3 1/7 2/5 9/4 10/2 11/512./3 1/7 2/5

5 キジ キジ 24 1 1 418 カササギヒタキ サンコウチョウ 1

21 カモ ツクシガモ 1 420 モズ モズ 48 6 17 11

26 カモ オカヨシガモ 23 5 435 カラス ハシボソガラス 55 5 4 79

27 カモ ヨシガモ 5 436 カラス ハシブトガラス 53 18 12 7

28 カモ ヒドリガモ 23 48 438 キクイタダキ キクイタダキ 7

29 カモ アメリカヒドリ 5 442 シジュウカラ ヤマガラ 6

30 カモ マガモ 27 7 443 シジュウカラ ヒガラ 1

32 カモ カルガモ 44 11 445 シジュウカラ シジュウカラ 49 30 15 53

34 カモ ハシビロガモ 1 452 ヒバリ ヒバリ 33 2

35 カモ オナガガモ 6 455 ツバメ ショウドウツバメ 3

36 カモ シマアジ 1 457 ツバメ ツバメ 28 15 46

37 カモ トモエガモ 1 459 ツバメ コシアカツバメ 9 1 46

38 カモ コガモ 31 4 461 ツバメ イワツバメ 18

42 カモ ホシハジロ 14 463 ヒヨドリ ヒヨドリ 55 30 50 251

46 カモ キンクロハジロ 16 464 ウグイス ウグイス 51 2 3 9

47 カモ スズガモ 2 466 エナガ エナガ 41 18 18 14

59 カモ カワアイサ 23 2 476 ムシクイ オオムシクイ 1

62 カイツブリ カイツブリ 19 2 477 ムシクイ メボソムシクイ 3 2

64 カイツブリ カンムリカイツブリ 25 3 480 ムシクイ センダイムシクイ 4

カイツブリ ハジロカイツブリ 1 1 483 メジロ メジロ 40 8 13 11

74 ハト キジバト 53 8 6 7 492 ヨシキリ オオヨシキリ 14

127 ウ カワウ 52 4 2 19 499 セッカ セッカ 13

139 サギ ゴイサギ 8 1 1 506 ムクドリ ムクドリ 52 34 20 8

141 サギ ササゴイ 9 508 ムクドリ コムクドリ 3

144 サギ アオサギ 54 7 4 4 511 ムクドリ ホシムクドリ 2

146 サギ ダイサギ 51 7 9 8 520 ヒタキ マミチャジナイ 1

148 サギ コサギ 42 7 3 13 521 ヒタキ シロハラ 25 3

153 トキ ヘラサギ 1 522 ヒタキ アカハラ 1

166 クイナ クイナ 2 525 ヒタキ ツグミ 27 15

170 クイナ ヒクイナ 3 533 ヒタキ ノゴマ 1

174 クイナ バン 4 1 536 ヒタキ ルリビタキ 1

175 クイナ オオバン 16 4 540 ヒタキ ジョウビタキ 27 6

185 カッコウ ホトトギス 1 542 ヒタキ ノビタキ 6

187 カッコウ ツツドリ 1 1 549 ヒタキ イソヒヨドリ 12 2 1

192 アマツバメ アマツバメ 2 552 ヒタキ エゾビタキ 1

195 チドリ ケリ 16 554 ヒタキ コサメビタキ 6 3

202 チドリ イカルチドリ 6 558 ヒタキ キビタキ 6 2

203 チドリ コチドリ 16 560 ヒタキ オジロビタキ 1

204 チドリ シロチドリ 4 561 ヒタキ オオルリ 4 1

227 シギ チュウシャクシギ 2 569 スズメ スズメ 55 35 21 12

235 シギ アオアシシギ 1 573 セキレイ キセキレイ 12 1

239 シギ クサシギ 2 1 574 セキレイ ハクセキレイ 49 6 5 9

241 シギ キアシシギ 1 575 セキレイ セグロセキレイ 47 9 5 3

244 シギ イソシギ 34 2 3 584 セキレイ タヒバリ 9

251 シギ トウネン 1 586 アトリ アトリ 18

286 カモメ ユリカモメ 15 587 アトリ カワラヒワ 52 10 13 49

293 カモメ ウミネコ 2 588 アトリ マヒワ 6

294 カモメ カモメ 1 592 アトリ ベニマシコ 24

299 カモメ セグロカモメ 9 3 600 アトリ シメ 21

307 カモメ コアジサシ 4 602 アトリ イカル 9

339 ミサゴ ミサゴ 32 2 610 ホオジロ ホオジロ 51 2 4 17

340 タカ ハチクマ 2 614 ホオジロ ホオアカ 1

342 タカ トビ 39 4 3 2 617 ホオジロ カシラダカ 16

349 タカ チュウヒ 1 618 ホオジロ ミヤマホオジロ 1

355 タカ ハイタカ 14 1 1 624 ホオジロ アオジ 30 6

356 タカ オオタカ 11 628 ホオジロ オオジュリン 7

357 タカ サシバ 1  キジ コジュケイ 7 2

358 タカ ノスリ 16 3  ハト カワラバト(ドバト) 54 48 16 24

366 フクロウ オオコノハズク 1  カッコウ カッコウSP 2

383 カワセミ カワセミ 47 3 2 3 カモ アイガモ 1

388 キツツキ アリスイ 4

390 キツツキ コゲラ 43 4 10 2 27 36 48

393 キツツキ アカゲラ 1 324 364 752

401 ハヤブサ チョウゲンボウ 16 16 24 22

407 ハヤブサ ハヤブサ 16 2
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